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 今回オンライン学習における生成 AI を用いて個人化コメント（i-Comments）の生成と評価に関す

る内容を発表しました。 

これまで、i-Comments は手動で生成され、学習者のニーズに応じて内容やタイミングが調整され

てきましたが、この方法は労力がかかり、エラーも生じやすい問題がありました。また、コメント内

容に人の主観が反映されやすく、一貫性や客観性に欠けることがありました。本研究では、ChatGPT

を活用した自動化された i-Comments 生成フレームワークを提案し、この問題に取り組みます。 

このフレームワークは、五つの要素で構成されています。まず、学習ビデオからのテキスト内容を

抽出し、次は学習者の情報を入力します。また、コメントのタイミングや内容、量などの属性を定義

し、ChatGPT を用いてテキストに基づいたコメントを生成します。そして、生成されたコメントを

学習ビデオに統合します。このアプローチにより、労力を削減し、エラーを減少させ、マルチリンガ

ル対応のコンテンツ作成をサポートすることが期待されます。 

さらに、ChatGPT によって生成された i-Comments の評価実験を行いました。実験では、生成さ

れたコメントの自然さ、一貫性、タイミング、そして有用性の四つの観点から評価が行われました。

結果として、四つ項目が高く評価され、学習ビデオの内容を効果的に反映していることが確認されま

した。これにより、ChatGPT を用いた i-Comments の生成が、いい効果を持つことが示唆されまし

た。 
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